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こ
れ
に
よ
る
教

官
の
省
力
化
も

進
ん
で
い
る
。

　

実
習
の
教
材

に
は
実
際
の
航

空
機
の
操
作
性

を
確
保
し
な
が

ら
、
実
機
で
は

見
る
こ
と
の
で

き
な
い
航
空
機

内
部
の
動
き
が

操
作
と
連
動
し

て
確
認
で
き
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
用
し
て
お

り
、
高
度
で
複

雑
な
航
空
機
の

作
動
原
理
を
視

■
上
級
海
曹
課
程
：
幹
部
を
補
佐
で
き
る

管
理
能
力
及
び
部
下
指
導
の
た
め
の
知

識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
課
程

の
四
つ
で
あ
る
（
図
２
）。
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第
三
術
科
学
校
に
お
け
る
術
科
教
育
は
、

座
学
に
よ
る
知
識
教
育
と
教
材
実
習
に
よ

る
技
能
教
育
、
実
機
実
習
に
よ
る
実
践
教

育
の
三
つ
の
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
術
科
教
育
に
く
わ
え
、
自
衛
隊
に
必
要

な
集
団
行
動
の
た
め
の
各
種
訓
練
や
内
務

指
導
及
び
鍛
錬
活
動
を
併
せ
て
第
三
術
科

学
校
の
教
育
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

座
学
で
は
近
年
、
Ｅ
─

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材

の
活
用
に
よ
る
学
生
個
人
ご
と
の
学
習
進

捗
に
あ
わ
せ
た
知
識
教
育
を
進
め
て
お
り
、
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座学ではパソコンを利用した教材の
活用が進んでいる

「実機実習」は実務と同様の環境で
行う

「教材実習」の様子。高度で複雑な
航空機の作動原理を習得する

航空機事故などを想定し、地上での
消火活動や搭乗員の救助を学ぶ「地
上救難実習」
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航
空
写
真
技
術
な
ど
の
教
育
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

第
三
術
科
学
校
の
教
育
理
念
は
「
腕
に

実
力
、
心
に
自
信
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
支

え
る
教
官
た
ち
は
皆
、
同
校
が
海
上
自
衛

隊
に
お
け
る
航
空
機
の
整
備
と
航
空
基
地

の
維
持
管
理
に
関
す
る
術
科
教
育
の
中
枢

で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
ち
、
平
時
、
有
事

を
問
わ
ず
実
動
の
自
衛
隊
を
支
え
る
隊
員
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
学

生
が
実
力
を
身
に
つ
け
、
心
の
支
え
と
な

る
同
僚
、
先
輩
、
後
輩
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
日
夜
教
育
に
励
ん
で
い
る
。

わ
た
っ
て
い
る
。
基
地
員
に
対
す
る
教
育

で
は
、
施
設
に
関
す
る
道
路
施
工
等
、
地

上
救
難
に
関
す
る
消
火
法
・
人
命
救
助
法

等
、
警
備
に
関
す
る
徒
手
格
闘
技
等
及
び

に
よ
る
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
最
終
的

な
即
戦
力
養
成
の
手
段
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
校
の
教
育
分
野
は
既
に
述
べ

た
航
空
機
の
整
備
の
ほ
か
非
常
に
多
岐
に

覚
的
に
技
能
習
得
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
る
。

　

実
機
実
習
で
は
、
同
じ
基
地
内
に
あ
る

航
空
部
隊
等
の
整
備
現
場
に
お
い
て
実
機

次回フォーラムのお知らせ
　5月度のフォーラムは、5月17日
（火）JALエアロ・コンサルティングの
小林哲也常務による講演「民間航空機
の整備」を予定している。このフォー
ラムは年間計画に基づいて運用してい
るが、単月のみの参加も可能。1回の
参加費は6,000円。ご希望の方は事務
局（s-sogabe@mbb.nifty.ne.jp）ま
でお問い合わせ下さい。
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：
国
際
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
学
会
︶
は
一

九
六
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
団
体
。

米
国
に
本
部
を
置
き
、
会
員
は
五
一
カ
国
・
三
〇

〇
〇
～
三
五
〇
〇
人
に
及
ぶ
。
日
本
支
部
で
は
毎

月
﹁
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
を
開
催
し
、
講
演
、
研
究
発

表
、
現
場
見
学
な
ど
を
通
じ
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
活
発
な
意
見
交
換
、
議
論

を
行
っ
て
い
る
。

の
あ
る
第
三
術
科
学
校
を
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
﹁
人
造
り
全
力
！
﹂
で
あ
る
。

改
革
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
昨
年
十
二
月
に
決
定
さ
れ
た
新
防
衛
大

綱
の
中
で
、
防
衛
力
に
つ
い
て
は
﹁
動
的
﹂

と
い
う
表
現
が
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ
意

義
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
あ
る
。

　
海
外
派
遣
や
災
害
派
遣
な
ど
海
上
自
衛

隊
の
置
か
れ
た
現
状
に
お
い
て
目
指
す
防
衛

　

今
回
の
研
修
で
は
第
三
術
科
学
校
長
と
の

懇
談
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
現
第
三
術
科

学
校
長
、
細
谷
正
夫
海
将
補
の
持
つ
教
育
に

か
け
る
思
い
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
造
り
全
力
！

　
第
三
術
科
学
校
長
の
勤
務
方
針
で
あ
る

﹁
人
造
り
全
力
！
﹂
は
、
航
空
機
と
航
空
基

地
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
支
え
る
隊
員
の
人

材
育
成
に
か
け
る
意
気
込
み
で
あ
る
。

　
教
官
は
指
導
者
た
る
幹
部
、
上
級
海
曹

も
含
め
学
生
や
部
下
と
と
も
に
一
緒
に
汗
を

流
し
な
が
ら
若
い
後
輩
を
鍛
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
常
に
自
分
の
頭
で
考
え
、
目
的
を
見
据

え
て
、
広
い
視
野
と
柔
軟
な
独
創
性
と
健

全
な
判
断
基
準
に
基
づ
き
論
理
的
な
思
考

に
よ
り
自
分
で
判
断
す
る
。
そ
し
て
可
能

な
限
り
業
務
を
見
直
し
て
削
減
・
効
率
化

で
き
る
と
こ
ろ
は
削
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　﹁
建
前
﹂
で
な
く
﹁
本
音
﹂
で
勝
負
し
、

常
に
部
下
・
学
生
を
育
て
る
、
鍛
え
る
と

い
う
着
意
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

後
輩
に
何
が
残
せ
る
の
か
を
考
え
実
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
て
﹁
や
り
が
い
﹂﹁
生
き
が
い
﹂

力
整
備
を
考
え
る
と
、
問
題
は
今
あ
る
限

ら
れ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
資
源
を
与
え
ら
れ

た
任
務
に
如
何
に
集
中
す
べ
き
か
と
い
う
点

に
あ
る
。
か
つ
、
部
分
最
適
化
に
陥
る
こ

と
な
く
全
体
目
的
に
対
し
て
、
整
合
性
の

あ
る
最
適
配
分
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
第
三
術
科
学
校
で
は
、
航
空

整
備
員
と
航
空
基
地
員
の
術
科
教
育
の
中

枢
と
し
て
防
衛
力
整
備
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
改
革
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
邁
進
し
て
い
る
。

　
現
在
の
組
織
・
業
務
を
全
面
的
に
見
直
し
、

無
駄
・
不
要
不
急
・
非
効
率
な
部
分
を
削

る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減
及
び
組
織
の

機
能
集
約
等
に
よ
り
業
務
の
ス
リ
ム
化
・
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
。
こ
の
結
果
生
じ
た
余

力
を
人
的
資
源
の
充
実
や
欠
落
・
弱
体
機

能
の
強
化
及
び
新
た
な
能
力
の
確
保
等
に
配

分
し
、
任
務
の
多
様
化
、
事
態
の
変
化
等

に
柔
軟
・
迅
速
に
即
応
で
き
る
態
勢
の
構

築
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

　
本
校
は
こ
の
一
年
間
、
改
革
に
向
け
て

の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
次
の
段
階
で
は
、

検
討
結
果
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
必
要
と

な
る
。

　
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
災
害
派
遣
で
、

今
は
ま
さ
に
自
衛
隊
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い

る
時
で
あ
る
。
国
民
の
生
命
や
安
全
を
守
る

海
上
自
衛
隊
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し

て
も
ら
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　︵
談
︶


